
（参考：「宮崎県災害時行政栄養士活動マニュアル」H31.3）

調理器具や直接手で 
触れる部分などの消毒

 

 

 
 

 
 

★消毒液作成の注意点★
〇使用する時は、換気を十分に行ってください。 
〇有毒なガスが発生しますので、酸性のものと絶対にまぜないでください。 
〇皮膚への刺激が強いので、直接触れないようビニール手袋などを使用してください。 
〇皮膚に付着した時や目に入った時は、直ちに大量の水で十分洗い流し、医師の診察を受けてください。 

★消毒液使用上の注意点★
〇子どもの手の届かないところに保管してください。 
〇誤飲防止のため、ペットボトルには「消毒液」と表示し、濃度を記載してください。 
〇直射日光を避け、高温のところに置かないでください。 

【問い合わせ先】                         （TEL ）

濃度が 0.02%（200ppm） の消毒液を作ります。 

ペットボトルのキャップ２杯分の塩素系漂白剤（約 10ml）を２Ｌの 
ペットボトルに入れ、さらに水を肩口まで入れ、200 倍の水溶液を作ります。 

消毒液の作り方 

◆調理器具の消毒
食器等を水洗いした後、消毒液に 5 分以上浸し、水でよくすすいで乾燥
させる。

◆直接手で触れる部分の消毒
ペーパータオル等に消毒液を染み込ませ、ドアノブ・机等を拭き取る。

消毒方法 

ペットボトルキャップ２杯分 
（約 10ml）の塩素系漂白剤

ペットボトル 2L 

⑧ 調理器具や直接手で触れる部分などの消毒




